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(57)【要約】
【課題】予め定められた機能を備える口金に該機能とは
異なる機能を実行する流体チューブが誤接続される不具
合を解消した内視鏡用流体制御装置を提供する。
【解決手段】送気吸引バルブ１０は、内視鏡１の操作部
３に取り付けられて流体管路２ｃｈに連通する管路開口
部２７ｍを有する係入部２０ａ及び流体源と接続される
チューブ連結部２１ａ、２２ａを有し、連結部２１ａ、
２２ａと管路開口部２７ｍとを連通させるシャフト保持
孔２５を有するシリンダ本体２０ｂを備えるシリンダ部
２０と、シャフト保持孔２５に摺動自在に配置されるシ
ャフト３１を有する操作部材３０と、を具備し、シリン
ダ本体２０ｂには、シャフト保持孔２５をシリンダ本体
２０ｂの外部に連通させる吸気口２１ｅ、凹部開口２３
ｂが形成され、流体源が駆動されて発生した流体の流れ
る方向と逆方向に流体が流れるときに警告音を発生する
発音部４０を吸気口２１ｅ、凹部開口２３ｂ近傍に有す
る。
【選択図】図６Ｄ



(2) JP 2021-164491 A 2021.10.14

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡の操作部に取り付けられて、前記内視鏡の挿入部内に設けられた流体管路に連通
する管路開口部を有する係入部及び前記係入部に連設し、予め定めた機能を実行するため
の流体源と接続される連結部を有し、該連結部の開口と前記管路開口部とを連通させる流
体路と成る空間部を有する本体部を備えるシリンダ部と、
　前記シリンダ部の空間部に摺動自在に配置されるシャフトを有する操作部材と、を具備
し、
　前記本体部には、前記流体路を前記本体部の外部に連通させる通気口が形成され、
　前記流体源が駆動されることによって発生した流体の流れる方向と逆方向に流体が流れ
るときに警告音を発生する発音部を前記通気口近傍に有する
　　ことを特徴とする内視鏡用流体制御装置。
【請求項２】
　前記流体路が吸引用の流体路であって、前記通気口が吸引口であるとき、
　前記本体部は、前記流体源である吸引源が接続される吸引口金を備え、
　前記発音部は、前記吸引口金に前記流体源である送気源が誤接続されて前記吸引口から
送気流体が噴出したときに警告音を発生することを特徴とする請求項１に記載の内視鏡用
流体制御装置。
【請求項３】
　前記シャフトには非操作状態時には前記吸引口と前記吸引口金とを連通状態にし、操作
状態時には前記吸引口と前記吸引口金との連通を遮断する複数のシール部材が設けられる
ことを特徴とする請求項２に記載の内視鏡用流体制御装置。
【請求項４】
　前記シャフトの外周面には、操作状態時に前記吸引口金と前記管路開口部とを連通させ
る吸引用の流体路の一部となる連絡路が形成されていることを特徴とする請求項３に記載
の内視鏡用流体制御装置。
【請求項５】
　前記本体部はさらに、
　前記送気源が接続される送気口金と、
　前記送気口金に接続された前記送気源から送気用の流体路に供給される送気流体を前記
本体部の外部に噴出させる前記通気口としての噴出口を内面に有する凹部と、
　前記凹部の内面に前記噴出口に隣設して設けられ前記空間に通じる流体路の開口である
導入口と、
　前記噴出口近傍に設けられ、前記送気口金に前記吸引源が誤接続されて該噴出口から空
気が流れ込むときに警告音を発生する発音部と、を有し、
　前記シャフトには、前記非操作状態時に前記凹部内と前記管路開口部とを連通させる送
気用の流体路の一部となる連絡路を具備することを特徴とする請求項４に記載の内視鏡用
流体制御装置。
【請求項６】
　前記シャフトには、前記シール部材が配設される３つの周溝を有し、
　前記非操作状態時において第１周溝に配置されたシール部材は、前記管路開口部と前記
吸引用の流体路の一部となる連絡路との間を遮断することを特徴とする請求項５に記載の
内視鏡用流体制御装置。
【請求項７】
　前記非操作状態時において第２周溝に配置されたシール部材と第３周溝に配置されたシ
ール部材とは前記導入口の他端の開口である送気連絡口を挟んで配置されて前記凹部内と
前記管路開口部とを連通状態にすることを特徴とする請求項６に記載の内視鏡用流体制御
装置。
【請求項８】
　前記操作状態時において、前記第３周溝に配置されたシール部材は、前記凹部内と前記
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管路開口部とを非連通状態にする位置に移動されることを特徴とする請求項６に記載の内
視鏡用流体制御装置。
【請求項９】
　前記操作状態の時において、前記第２周溝に配置されたシール部材は、前記吸引口と前
記吸引口金との間を遮断する位置に移動されることを特徴とする請求項６に記載の内視鏡
用流体制御装置。
【請求項１０】
　前記凹部は、前記本体部の外周面側に開口する凹部開口を備え、
　前記送気源から送気された流体が前記噴出口から噴出された噴出状態において、
　前記凹部開口を閉塞することによって、前記送気源から送気された流体が前記導入口か
ら前記空間に通じる送気用貫通孔に流れることを特徴とする請求項５に記載の内視鏡用流
体制御装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡の操作部に設けられた装着部に着脱自在な内視鏡用流体制御装置に関
する。
【背景技術】
【０００２】
　医療用の内視鏡は一般に、体腔内に挿入される挿入部と、挿入部の基端側に設けられた
操作部と、を有している。内視鏡には挿入部内に送気、送水又は吸引のための流体管路（
チャンネル）を設けたものがある。
【０００３】
　このようなチャンネルを設けた内視鏡では、操作部に設けられた装着部に流体制御装置
を配設することによって、操作部を把持する手の指で送気の制御、送水の制御、吸引の制
御が可能になる。
【０００４】
　近年、内視鏡操作部に設けられた１つの装着部に送気口金及び吸引口金を備えた送気送
水流体制御装置を配設することにより、挿入部に設けられた管路を通じて送気と吸引とを
行える内視鏡が利用されている。
【０００５】
　特許文献１には内視鏡本体に対して着脱自在なシリンダが流体チューブから負荷を受け
ても不用意に外れないようにした内視鏡用流体制御装置が示されている。
【０００６】
　この内視鏡用流体制御装置によれば操作部を把持する手の例えば人差指によって、内視
鏡用流体制御装置の送気リーク孔を閉じることによって、圧縮空気がチャンネル開口部か
ら体腔内へ流れるようになっている。一方、内視鏡用流体制御装置の操作ボタン押し込む
ことによって、体腔内の液体等をチャンネル開口部から挿通用チャンネルと管路とを通じ
て吸引できるようになっている。
【０００７】
　この内視鏡用流体制御装置では、送気チューブが吸引口金に誤接続されて体腔内に過度
の送気が行われる不具合を解消するため、吸引路を閉塞する弁体部を設けて吸引路を介し
た送気を回避している。　
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】WO２０１０／１１６５６２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
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　しかしながら、作業者にとって吸引路を介した送気を回避する弁体部を組付ける作業は
繁雑であった。また、組付作業後には、弁体部の異常の有無を確認する検査が必要であっ
た。加えて、内視鏡観察前には医療従事者によって、吸引路を介して送気が行われないこ
とを確認した上で内視鏡検査等に使用される。
【００１０】
　本発明は上記事情に鑑みてなされたものであり、予め定められた機能を備える口金に該
機能とは異なる機能を実行する流体チューブが誤接続される不具合を解消した内視鏡用流
体制御装置を提供することを目的にしている。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明の一態様の内視鏡用流体制御装置は、内視鏡の装着部内に取り付けられて、前記
内視鏡の挿入部内に設けられた流体管路に連通する管路開口部を有する係入部及び前記係
入部に連設し、予め定めた機能を実行するための流体源と接続される連結部を有し、該連
結部の開口と前記管路開口部とを連通させる流体路と成る空間部を有する本体部を備える
シリンダ部と、前記シリンダ部の空間部に摺動自在に配置されるシャフトを有する操作部
材と、を具備し、前記本体部には、前記流体路を前記本体部の外部に連通させる通気口が
形成され、前記流体源が駆動されることによって発生した流体の流れる方向と逆方向に流
体が流れるときに警告音を発生する発音部を前記通気口近傍に有している。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明によれば、予め定められた機能を備える口金に該機能とは異なる機能を実行する
流体チューブが誤接続される不具合を解消した内視鏡用流体制御装置を実現できる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】内視鏡及び内視鏡用流体制御装置を説明する図
【図２Ａ】内視鏡用流体制御装置を説明する図
【図２Ｂ】図２Ａの矢印Ｙ２Ｂ方向から内視鏡用流体制御装置を見た図
【図３Ａ】図２ＢのＹ３Ａ－Ｙ３Ａ線断面におけるシリンダ部のシャフト保持孔と吸引口
金貫通孔とを主に説明する図
【図３Ｂ】図２ＡのＹ３Ｂ－Ｙ３Ｂ線断面におけるシリンダ部のシャフト保持孔と送気口
金貫通孔とリーク凸部とを説明する図
【図３Ｃ】図３ＢのＹ３Ｃ－Ｙ３Ｃ線断面におけるシリンダ部のシャフト保持孔とリーク
凸部とを主に説明する図
【図４Ａ】図３ＢのＹ３Ｃ－Ｙ３Ｃ線断面におけるピストン部のシャフトを説明する図
【図４Ｂ】図４Ａの矢印Ｙ４Ｂ方向からシャフトを見た図
【図５Ａ】図２ＢのＹ３Ａ－Ｙ３Ａ線断面におけるシリンダ部とピストン部との非操作状
態時の関係を説明する図
【図５Ｂ】図３ＢのＹ３Ｃ－Ｙ３Ｃ線断面におけるシリンダ部とピストン部との非操作状
態時の関係を説明する図
【図６Ａ】内視鏡観察前の内視鏡に取り付けられた送気吸引バルブ示す図
【図６Ｂ】送気源から送気されたガスが開口から噴出している状態及び送気用穴に向かっ
てガスが供給される状態を説明する図
【図６Ｃ】吸引チューブが吸引口金に通常に接続された状態を説明する図
【図６Ｄ】送気チューブが吸引口金に誤接続された状態を説明する図
【図６Ｅ】吸引チューブが送気口金に誤接続された状態を説明する図
【図７Ａ】吸引孔に設けられた発音部を説明する図
【図７Ｂ】凹部に設けられた発音部を説明する図
【図８Ａ】吸引操作状態における吸引孔と吸引口金貫通孔との関係及び吸引口金貫通孔、
吸引連絡凹部、挿入部管路側凹部で構成される吸引用の流体路を説明する図
【図８Ｂ】吸引操作状態における送気用貫通孔と凹部連絡孔との関係を説明する図
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【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下、図面を参照して本発明の実施の形態を説明する。　
　なお、以下の説明に用いる各図において、各構成要素を図面上で認識可能な程度の大き
さとするため、構成要素毎に縮尺を異ならせてあるものもある。即ち、本発明は、これら
の図に記載された構成要素の数量、構成要素の形状、構成要素の大きさの比率、及び各構
成要素の相対的な位置関係のみに限定されるものではない。
【００１５】
　図１に示すように内視鏡１は、挿入部２と、操作部３と、ユニバーサルケーブル４と、
を有している。符号１０は内視鏡用流体制御装置（以下、送気吸引バルブと記載する）で
ある。
【００１６】
　挿入部２は、観察対象部位である被検体内に向けて挿入される細長で長尺な部材である
。挿入部２は、先端側から順に先端部２ａと、湾曲部２ｂと、可撓管部２ｃと、を連設し
ている。湾曲部２ｂは、例えば上下の二方向に湾曲自在に構成されている。可撓管部２ｃ
は、長尺で可撓性を有する管状部材である。
【００１７】
　なお、湾曲部２ｂは、上下左右の四方向に湾曲自在な構成であってもよい。また、挿入
部２は、湾曲部２ｂの基端側に可撓管部２ｃの代わりに硬質管部を連設する構成であって
もよい。
【００１８】
　操作部３には、湾曲操作部５、各種スイッチ６、装着部７、処置具挿入口８等が設けら
れている。湾曲操作部５は、湾曲部２ｂを湾曲動作させる際に操作される。各種スイッチ
６は、例えば、レリーズスイッチ、フリーズスイッチ、あるいは、通常観察と蛍光観察と
の切替等を行うための観察モード切替スイッチ等である。
【００１９】
　装着部７には送気吸引バルブ１０の係入部２０ａが着脱自在に取り付けられる。処置具
挿入口８からは処置具が挿入される。処置具は、処置具挿通用チャンネルチューブ（不図
示）を通過して先端部２ａの処置具チャンネル用開口（不図示）から外部に導出される。
【００２０】
　ユニバーサルケーブル４は、操作部３の側部より延出している。ユニバーサルケーブル
４の端部には図示しない内視鏡コネクタが設けられている。内視鏡コネクタは、外部装置
である例えば光源装置を備えたカメラコントロールユニットに着脱自在である。
【００２１】
　送気吸引バルブ１０は、内部空間を有する筒状のシリンダ部２０と、操作部材（図４Ａ
の符号３０参照）と、を備えている。符号２１は吸引口金、符号２２は送気口金、符号２
３は発音部を兼用するリーク凸部であり、シリンダ部２０の外周面に対して突出して設け
られている。符号１１は操作釦である。操作釦１１は、操作部材３０を構成するシャフト
（図４Ａの符号３１参照）の一端側に取り付けられている。操作釦１１の外方側は操作面
であって押し込み操作時に手指が触れる。
【００２２】
　図２Ａ－図３Ｃを参照してシリンダ部２０を説明する。　
　図２Ａに示すようにシリンダ部２０は、係入部２０ａとシリンダ本体２０ｂとを有して
いる。係入部２０ａは、装着部７内に取り付けられる部分である。シリンダ本体２０ｂは
、操作部３の外装から外方に突出する部分である。
【００２３】
　符号２０ｃは当接フランジである。当接フランジ２０ｃは、装着部７の端面（図６Ａの
符号７ｂ参照）に当接するシリンダ当接面２０ｄを備えている。符号２０ｅは位置決め部
である。位置決め部２０ｅは、装着部７の係合部（図１の符号７ａ参照）に配設されて送
気吸引バルブ１０の装着部７に対する向きを規定する。
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【００２４】
　図２Ａ、図２Ｂに示すようにシリンダ本体２０ｂの外周面からは、管状の吸引口金２１
及び送気口金２２と、リーク凸部２３と、が突出している。図２Ａの符号４０は後述する
発音部であって、吸引孔（図３Ａの符号２４ｈ参照）に設けられている。
【００２５】
　吸引口金２１の端部は吸引チューブ連結部２１ａである。吸引チューブ連結部２１ａに
は、流体源の１つであって吸引機能を有する吸引源から延出される、吸引チューブ（図６
Ａの符号５１参照）が接続される。送気口金２２の端部は送気チューブ連結部２２ａであ
る。送気チューブ連結部２２ａには、流体源の１つであって送気機能を有する送気源から
延出される送気チューブ（図６Ａの符号５２参照）が接続される。
【００２６】
　図３Ａを参照してシリンダ部２０の構成及び吸引口金２１とシャフト保持孔２５との関
係を説明する。　
　図３Ａに示すようにシリンダ部２０にはシリンダ長手軸ａ２０に沿った貫通孔であるシ
ャフト保持孔２５が備えられている。シャフト保持孔２５は、シリンダ長手軸ａ２０の一
方側開口である外方側開口２６ｍと他方側開口である管路開口部２７ｍとを有している。
【００２７】
　外方側開口２６ｍは、付勢部材用凹部２６の開口である。付勢部材用凹部２６内には例
えば圧縮コイルバネ（図５Ａの符号１２参照）が配設される。圧縮コイルバネ１２は、予
め定めた弾性力を有し、予め定めた高さに設定されている。符号２６ｄはバネ設置面であ
る。
【００２８】
　管路開口部２７ｍは、挿入部管路側凹部２７の開口であって、挿入部２内に設けられた
流体管路（図６Ａの符号２ｃｈ参照）に通じる管路開口部である。符号２７ｄはフランジ
当接面である。　
　符号２１ｈは吸引口金貫通孔である。吸引口金貫通孔２１ｈは、吸引チューブ連結部２
１ａ端に一方の開口であって外部に通じる吸引口２１ｂを有している。吸引口金貫通孔２
１ｈの他方の開口は保持孔第１側孔２１ｃであって、シャフト保持孔２５の予め定めた位
置に設けられている。
【００２９】
　そして、吸引口２１ｂと管路開口部２７ｍとは吸引口金貫通孔２１ｈと、シャフト保持
孔２５と、挿入部管路側凹部２７と、によって連通している。
【００３０】
　符号２４ｈは吸引孔であって、シャフト保持孔２５に通じる第２側孔２１ｄと、外部に
通じる通気口である吸気口２１ｅと、を有している。吸気口２１ｅ近傍に発音部４０が設
けられている。
【００３１】
　第２側孔２１ｄは、シャフト保持孔２５の予め定めた位置であって、第１側孔２１ｃよ
り図中上側に予め定めた距離離間して設けられている。そして、吸引口２１ｂと吸気口２
１ｅとは吸引孔２４ｈと、シャフト保持孔２５と、によって連通している。
【００３２】
　図３Ｂ、図３Ｃを参照してリーク凸部２３の構成と、リーク凸部２３と送気口金２２及
びシャフト保持孔２５との関係を説明する。
【００３３】
　まず、リーク凸部２３の構成を説明する。　
　図３Ｂ、図３Ｃに示すようにリーク凸部２３には凹部２３ａが設けられている。符号２
３ｍは凹部開口であり外部に向かって開口する通気口である。符号２３ｂは凹部底面であ
る。凹部底面２３ｂには噴出口としての凹部第１開口２３ｃと導入口としての凹部第２開
口２３ｄとが設けられている。凹部第１開口２３ｃと凹部第２開口２３ｄとは凹部底面２
３ｂに隣設している。
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【００３４】
　次に、送気口金２２とリーク凸部２３との関係を説明する。　
　図３Ｂに示すように送気口金２２は、送気口金貫通孔２２ｈを備えている。送気口金貫
通孔２２ｈは、送気チューブ連結部２２ａ端に一方の開口であって外部に通じる送気口２
２ｂを有している。送気口金貫通孔２２ｈの他方の開口は、凹部２３ａに通じる凹部第１
開口２３ｃである。凹部第１開口２３ｃ近傍には発音部（図７Ｂの符号４０参照）が設け
られている。
【００３５】
　次いで、リーク凸部２３とシャフト保持孔２５との関係を説明する。　
　図３Ｂ、図３Ｃに示す符号２３ｈは送気用貫通孔である。送気用貫通孔２３ｈは、リー
ク凸部２３の凹部２３ａに設けられた凹部第２開口２３ｄが一方の開口であって導入口で
ある。送気用貫通孔２３ｈの他方の開口は、シャフト保持孔２５に通じる送気連絡口２３
ｅである。　
　そして、送気口２２ｂと管路開口部２７ｍとは凹部開口２３ｍが塞がれている状態で、
送気口金貫通孔２２ｈと、凹部２３ａと、送気用貫通孔２３ｈと、シャフト保持孔２５と
、挿入部管路側凹部２７と、によって連通している。
【００３６】
　なお、送気口２２ｂと凹部開口２３ｍとは送気口金貫通孔２２ｈと、凹部２３ａとによ
って外部に通じる送気用の通気路である。また、符号２３ｆは庇部であり、凹部開口２３
ｍの端面２３ｇより突出している。
【００３７】
　次に、図４Ａ、図４Ｂを参照して操作部材３０を説明する。　
　図４Ａ、図４Ｂに示すように操作部材３０はピストン部であって、シャフト３１にはシ
ール部材３２ａ、３２ｂが配設されている。シール部材３２ａ、３２ｂは、それぞれ予め
定めた弾性力を備えている。
【００３８】
　また、シャフト３１には吸引用の流体路を形成する際の連絡路として機能する吸引連絡
凹部３３と、送気用の流体路を形成する際の連絡路として機能する凹部連絡孔３５及び送
気用穴３６と、を備えている。
　吸引連絡用凹部３３は、シャフト３１の外周面に予め定めた深さで形成された窪みであ
る。吸引連絡用凹部３３の一端側３３ａは外フランジ部３７近傍の予め定めた位置に設け
られ、他端側３３ｂは第２の周溝３４ｂ近傍の予め定めた位置に設けられている。
【００３９】
　シャフト３１は、シリンダ部２０の内部空間であるシャフト保持孔２５内に配置されて
摺動自在である。シャフト３１の外径は、シャフト保持孔２５の内径より小径である。し
たがって、シャフト３１の外周面とシャフト保持孔２５の内周面との間に隙間（図５Ａの
符号１３参照）が形成される。
【００４０】
　シャフト３１には第１シール部材３２aが配設される第１の周溝３４ａと、第２シール
部材３２ｂがそれぞれ配設される第２の周溝３４ｂ及び第３の周溝３４ｃが形成されてい
る。
【００４１】
　符号３７は外フランジ部であり、外フランジ部３７の外径はシャフト保持孔２５の内径
に対しては大径で、挿入部管路側凹部２７の内径に対しては小径に設定されている。符号
３８は釦係止用周溝であって、操作釦１１に設けられた内フランジ部（図５Ａの符号１１
ａ参照）が係入される。
【００４２】
　第１の周溝３４ａは、外フランジ部３７側に形成されている。第１シール部材３２ａは
、挿入部管路側凹部２７の底面２７ｂに対して密着する。第２の周溝３４ｂ及び第３の周
溝３４ｃは凹部連絡口３５ａを挟んで予め定めた距離、離間して設けられている。第２シ
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ール部材３２ｂは、シャフト保持孔２５の内周面に対して密着する。
【００４３】
　送気用穴３６は、シャフト中心軸ａ３１に沿って形成された穴である。送気用穴３６は
、外フランジ部３７の端面から予め定めた深さに設定してある。送気用穴３６は、外フラ
ンジ部３７の端面に開口を有している。
【００４４】
　これに対して、凹部連絡孔３５は、凹部連絡口３５ａと送気口３５ｂとを有している。
凹部連絡口３５ａは一方の開口であって、シャフト３１の外周面に開口している。送気口
３５ｂは他方の開口であって、送気用穴３６の内周面に底部側で開口している。
【００４５】
　図５Ａ、図５Ｂを参照して送気吸引バルブ１０を説明する。　
　図５Ａ及び図５Ｂに示すように送気吸引バルブ１０は、シリンダ部２０と操作部材３０
とが一体である。操作部材３０のシャフト３１は、シリンダ部２０のシャフト保持孔２５
内に摺動自在に配置されている。したがって、シャフト３１の外周面とシャフト保持孔２
５の内周面との間に隙間１３が形成される。
【００４６】
　シャフト３１には操作釦１１が一体に設けられている。操作釦１１の操作面とは反対面
とシリンダ部２０のバネ設置面２６ｄとの間には圧縮状態の圧縮コイルバネ１２が配置さ
れている。したがって、シャフト３１は、圧縮コイルバネ１２の付勢力によって図中上方
向に移動されている。
【００４７】
　この移動状態はバルブ初期状態であって非操作状態である。この状態において、外フラ
ンジ部３７に設けられた第１シール部材３２ａは、挿入部開口２７のフランジ当接面２７
ｄに密着している。一方、第２の周溝３４ｂ及び第３の周溝３４ｃに設けられた第２シー
ル部材３２ｂは、シャフト保持孔２５の内周面の予め定めた位置に密着している。
【００４８】
　これらの結果、隙間１３は、第１シール部材３２ａと第２の周溝３４ｂの第２シール部
材３２ｂとで区切られた第１密閉空間１３ａと、２つの第２シール部材３２ｂで区切られ
た第２密閉空間１３ｂと、を有する。そして、第１密閉空間１３ａに吸引連絡用凹部３３
が配置され、第２密閉空間１３ｂに凹部連絡口３５ａが配置されている。
【００４９】
　図５Ａで示すバルブ初期状態において第２の周溝３４ｂに設けられた第２シール部材３
２ｂは、第２側孔２１ｄよりも操作釦１１側に離間した位置でシャフト保持孔２５の内周
面に密着している。そして、第１密閉空間１３ａに位置する吸引連絡凹部３３は、吸引口
金２１の吸引口金貫通孔２１ｈに連通すると共に、吸引孔２４ｈに連通している。
【００５０】
　したがって、バルブ初期状態時において、送気吸引バルブ１０の吸引口２１ｂと外部に
通じる吸気口２１ｅとが吸引口金貫通孔２１ｈ、吸引連絡凹部３３、吸引孔２４ｈとで構
成される吸引用の通気路によって連通状態になる。
【００５１】
　一方、図５Ｂに示すようにバルブ初期状態時において、第２密閉空間１３ｂに送気連絡
口２３ｅと凹部連絡口３５ａとが配置している。このため、凹部２３ａ内と挿入部管路側
凹部２７内とが送気用貫通孔２３ｈ、凹部連絡孔３５、送気用穴３６によって連通状態に
なっている。
【００５２】
　つまり、バルブ初期状態時において、送気吸引バルブ１０の送気口２２ｂと管路開口部
２７ｍとは、凹部開口２３ｍを塞ぐことによって、送気口金貫通孔２２ｈと、凹部２３ａ
と、送気用貫通孔２３ｈと、凹部連絡孔３５、送気用穴３６と、挿入部管路側凹部２７と
、で構成される送気用の流体路によって連通した状態になる。
【００５３】
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　なお、バルブ初期状態において、図３Ｂ等で示した開口２３ｍが指で塞がれることによ
って、送気口金貫通孔２２ｈと送気用貫通孔２３ｈとが凹部２３ａ内の空間を通じて連通
状態になる。
【００５４】
　ここで、送気吸引バルブ１０の作用を説明する。　
　図６Ａに示すように送気吸引バルブ１０は、装着部７に取り付けられる。送気吸引バル
ブ１０の当接フランジ２０ｃのシリンダ当接面２０ｄが装着部７の端面である位置決め面
７ｂに当接した状態になる。符号２ｃｈは流体管路であって、一端部が装着部７に固設さ
れ、他端部は先端部２ａに設けられた図示されていない口金に固設されている。
【００５５】
　送気吸引バルブ１０は、例えば内視鏡検査前に医療従事者によって内視鏡１に取り付け
られる。その際、医療従事者は、送気吸引バルブ１０に設けられた吸引口金２１の吸引チ
ューブ連結部２１ａに吸引源（不図示）から延出された吸引チューブ５１を接続する。ま
た、送気口金２２の送気チューブ連結部２２ａに送気源（不図示）から延出された送気チ
ューブ５２を接続する。
【００５６】
　送気チューブ５２が送気チューブ連結部２２ａに接続された通常接続時、送気源が駆動
状態において送気される例えば二酸化炭素ガス（以下、ガスと略記する）が図６Ｂの矢印
Ｙ６Ｂに示すように送気口金貫通孔２２ｈと、凹部２３ａとによって構成された送気用の
通気路を通過して凹部開口２３ｍから外部に噴出され続ける。
【００５７】
　一方、吸引チューブ５１が吸引チューブ連結部２１ａに接続された通常接続時、吸気源
が駆動状態において外部の空気が図６Ｃの矢印Ｙ６Ｃに示すように示すように吸引孔２４
ｈと、吸引連絡凹部３３と、吸引口金貫通孔２１ｈと、で構成された吸気用の通気路をこ
の順に通過して吸引チューブ５１によって吸引され続ける。
【００５８】
　これに対して、図６Ｄに示すように送気チューブ５２を誤って吸引チューブ連結部２１
ａに接続した誤接続時、送気源から送気されるガスが吸気用の通気路中を通常接続時の空
気の流れとは逆方向に流れる。　
　つまり、ガスは、矢印Ｙ６Ｄに示すように吸引口金貫通孔２１ｈ、吸引連絡凹部３３、
吸引孔２４ｈの順に流れて吸気口２１ｅから外部に噴出される。
【００５９】
　吸気口２１ｅ近傍には発音部４０が設けられている。誤接続時においては吸引孔２４ｈ
内を逆方向にガスが流れている。このため、逆方向に流れるガスによって発音部４０から
不快感を与える警告音が発せられる。
【００６０】
　医療従事者は、警告音を確認することによって送気チューブ５２を吸引口金２１に誤接
続したことを認識できる。認識後、医療従事者は、誤接続した送気チューブ５２を吸引チ
ューブ連結部２１ａから取り外し、送気口金２２の送気チューブ連結部２２ａに接続し直
す。　
　この結果、送気チューブ５２の送気チューブ連結部２２ａへの接続が完了する。
【００６１】
　一方、図６Ｅに示すように送気チューブ連結部２２ａに吸引チューブ５１を誤って接続
した誤接続時、吸引源の吸気作用によって外部の空気が矢印Ｙ６Ｅ方向に流れる。つまり
、空気が凹部２３ａ、送気口金貫通孔２２ｈの順に流れて吸引チューブ５１によって吸引
され続ける。
【００６２】
　図７Ｂに示すように凹部第１開口２３ｃ近傍には発音部４０が設けられている。誤接続
時においては、凹部第１開口２３ｃから逆方向に空気が流れている。このため、逆方に流
れる空気によって発音部４０から不快感を与える警告音が発せられる。
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【００６３】
　医療従事者は、警告音を確認することによって吸引チューブ５１を送気口金２２に誤接
続したことを認識できる。確認後、医療従事者は、誤接続した吸引チューブ５１を送気チ
ューブ連結部２２ａから取り外し、吸引口金２１の吸引チューブ連結部２１ａに接続し直
す。
【００６４】
　この結果、吸引チューブ５１の吸引チューブ連結部２１ａへの接続が完了する。
【００６５】
　図７Ａ及び図７Ｂを参照して発音部４０を説明する。　
　発音部は、リコーダーの唄口と同様な構成であって、空気がエッジに向かって流れ、エ
ッジに当たって２つの流れに変化することによって音が鳴るように構成されている。
【００６６】
　図７Ａに示すように吸引孔２４ｈに設けられた発音部４０は、吸引孔２４ｈの吸気口２
１ｅ側に切欠４１を設けてエッジ４２が形成してある。
【００６７】
　この発音部４０では、送気源からのガスが矢印Ｙ７ａに示すように第２側孔２１側から
吸気口２１ｅ側に流れることよって、ガスがエッジ４２付近で矢印Ｙ７ｂ、矢印Ｙ７ｃに
示す流れに変化して警告音を発する。
【００６８】
　図７Ｂに示すように凹部２３ａに設けられる発音部４０は、凹部第１開口２３ｃと凹部
第２開口２３ｄとの間に凹部４３を設けてエッジ４２を形成してある。
【００６９】
　この発音部４０では、吸引される空気が矢印Ｙ７ｄに示すように凹部開口２３ａから凹
部第１開口２３ｃに向かって流れることよって、空気がエッジ４２に当たって矢印Ｙ７ｅ
に示すように送気口金貫通孔２２ｈ内を進む流れと矢印７ｆに示すように凹部４３内を進
む流れとになって警告音を発する。
【００７０】
　なお、空気が矢印とは反対方向に流れる通常接続時には警告音の発生はない。また、警
告音の音色は切欠４１、凹部４３の形状、大きさを調整して決定される。また、エッジ４
２に当たる空気の向きを調整する目的で、吸引連絡凹部３３の底面、凹部４３の内面に、
ガスの流れを変化させる調整部を設けて警告音の音色を調整するようにしてもよい。
【００７１】
　このように、シリンダ本体２０ｂに、吸引源が動作状態において外部の空気を吸引する
吸引孔２４ｈと、送気源が動作状態において外部に空気を噴出する凹部開口２３ｍを有す
る凹部２３ａを設ける。そして、吸引孔２４ｈの吸気口２１ｅ近傍及び凹部２３ａ内の凹
部第１開口２３ｃ近傍に発音部４０を設ける。
【００７２】
　このことによって、吸引口金２１に送気源から延出される送気チューブ５２が誤接続さ
れた送気状態時、及び送気口金２２に吸引源から延出される吸引チューブ５１が誤接続さ
れた吸引状態時、吸気口２１ｅ及び凹部第１開口２３ｃに通常接続時とは逆方向に空気が
流れ込むことにより、発音部４０が警告音を発してチューブの誤接続を瞬時に判断できる
。
【００７３】
　なお、送気チューブ５２を吸引口金２１の吸引チューブ連結部２１ａに接続する際、送
気源を予め駆動させおくことによって、送気チューブ５２の端部が吸引チューブ連結部２
１ａに配置された状態で警告音を発せられて接続完了前に誤接続を判断できる。
【００７４】
　同様に、吸気源を駆動させた状態で吸引チューブ５１を送気口金２２の送気チューブ連
結部２２ａに配置した場合においても接続完了前に誤接続を判断できる。この結果、チュ
ーブの口金への誤接続が解消される。
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【００７５】
　また、発音部４０を設けたことによって吸引路を介した送気を回避する弁体部が不要に
なる。このため、構成部品の削減及び弁体部の組付け作業を不要にして安価な内視鏡用流
体制御装置を実現できる。
【００７６】
　ここで、送気の確認、及び、吸引の確認を説明する。　
　医療従事者は、吸引チューブ５１及び送気チューブ５２の吸引口金２１及び送気口金２
２への通常接続を完了した後、管路開口部２７ｍから送気されるか、管路開口部２７ｍか
ら吸引されるかを確認する作業を行う。
【００７７】
　まず、送気確認作業について説明する。　
　医療従事者は、凹部開口２３ｍを指で塞ぐ。すると、送気源から送気されているガスの
噴出圧によって指腹が押される。ここで、医療従事者は、噴出圧に抗して凹部開口２３ｍ
を塞ぎ続ける。この結果、ガスが図６Ｂの破線矢印Ｙ６Ｂａで示すように送気用貫通孔２
３ｈに流れていく。この後、ガスは、図５Ｂ等で示した凹部連絡孔３５、送気用穴３６、
挿入部管路側凹部２７を通過して管路開口部２７ｍから噴出される。
【００７８】
　このことによって、医療従事者は、送気機能が正常に働いていると判断する。これに対
して、管路開口部２７ｍから噴出されるガスの噴出力が弱い場合、あるいは、噴出を確認
できなかった場合には不良品と判定する。この場合には、他の送気吸引バルブ１０を用意
してチューブ５１、５２の再接続作業を行う。
【００７９】
　次に、吸引確認作業について説明する。　
　医療従事者は、バルブ初期状態に位置する操作釦１１を圧縮コイルバネ１２の付勢力に
抗して指で押し下げて、図８Ａ、図８Ｂに示す吸引操作状態に切り換える。
【００８０】
　すると、外フランジ部３７が移動されて挿入部管路側凹部２７の管路開口部２７ｍより
外方に配置される。この結果、挿入部管路側凹部２７と吸引連絡凹部３３とが連通状態に
変化する。また、第２の周溝３４ｂに設けられていた第２シール部材３２ｂが第２側孔２
１ｄと第１側孔２１ｃとの間に配置される。この結果、吸引孔２４ｈと吸引口金貫通孔２
１ｈとの連通状態が解除される。
【００８１】
　また、第３の周溝３４ｃに設けられていた第２シール部材３２ｂが送気連絡口２３ｅよ
りも図中下側に移動される。この結果、送気用貫通孔２３ｈと凹部連絡孔３５との連通状
態が解除される。
【００８２】
　これらの結果、送気吸引バルブ１０の吸引口２１ｂと管路開口部２７ｍとが吸引口金貫
通孔２１ｈ、吸引連絡凹部３３、挿入部管路側凹部２７で構成される吸引用の流体路によ
って連通されて吸引状態を得られる。
【００８３】
　このことによって、医療従事者は吸引機能が正常に働いていると判断する。これに対し
て、管路開口部２７ｍを介しての吸引量が弱い場合、あるいは、吸引を確認できなかった
場合には不良品と判定する。この場合には、上述したように他の送気吸引バルブ１０を用
意してチューブ５１、５２の再接続を行う。
【００８４】
　医療従事者は、送気機能及び吸引機能が正常であると判定した送気吸引バルブ１０を上
述したように操作部３の装着部７に取り付ける。
【００８５】
　なお、上述した実施形態においては、発音部４０を吸引孔２４ｈの吸気口２１ｅ近傍及
び凹部２３ａ内の凹部第１開口２３ｃ近傍に設けている。しかし、発音部４０を吸引孔２
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４ｈの吸気口２１ｅ近傍、又は、凹部２３ａ内の凹部第１開口２３ｃ近傍の一方だけに設
けるようにしてもよい。　
　発音部４０を凹部２３ａ内の凹部第１開口２３ｃ近傍だけに設けた場合、吸引チューブ
５１が送気口金２２に誤接続された場合には上述したように発音部４０が警告音を発して
誤接続を確認できる。
【００８６】
　これに対して、送気チューブ５２が吸引口金２１に誤接続された場合には警告音を発生
する代わりに吸気口２１ｅから空気が噴出される。このため、医療従事者は、吸気口２１
ｅに手指を近づけて噴出を確認することで誤接続を認識できる。
【００８７】
　一方、発音部４０を吸気口２１ｅ近傍だけに設けた場合、送気チューブ５２が吸引口金
２１に誤接続された場合には上述したように発音部４０が警告音を発して誤接続を確認で
きる。
【００８８】
　これに対して、吸引チューブ５１が送気口金２２に誤接続された場合には警告音を発生
する代わりに凹部第１開口２３ｃから送気口金貫通孔２２ｈ内に空気が取り込まれていく
。医療従事者は、送気しようとして指で凹部開口２３ｍを塞ぐ。すると、吸気源の吸引力
によって指腹が凹部２３ａ内に引き込まれることで誤接続を認識できる。
【００８９】
　このように、発音部４０を吸引孔２４ｈの吸気口２１ｅ近傍、又は、凹部２３ａ内の凹
部第１開口２３ｃ近傍の一方だけに設けた場合でも誤接続を防止することができる。
【００９０】
　なお、上述した実施形態においては、内視鏡用流体制御装置を送気吸引バルブ１０とし
ていた。しかし、内視鏡用流体制御装置を専用の吸引バルブとしてもよい。
【００９１】
　吸引バルブにおいて、シリンダ部２０の外周面から突出する送気口金貫通孔２２ｈを有
する送気口金２２及びリーク凸部２３、操作部材３０のシャフト３１の凹部連絡孔３５、
送気用穴３６と及び周溝３４ｂ、３４ｃが不要である。その他の構成は上述した実施形態
と同様である。
【００９２】
　この吸引バルブにおいては送気チューブ５２が吸引口金２１に接続した誤接続時に発音
部４０から警告音が発生する。そして、正常な吸引操作状態において、上述したように挿
入部管路側凹部２７と吸引連絡凹部３３とが連通状態に変化して上述した吸引状態を得ら
れる。
【００９３】
　尚、本発明は、以上述べた実施形態のみに限定されるものではなく、発明の要旨を逸脱
しない範囲で種々変形実施可能である。
【符号の説明】
【００９４】
１…内視鏡　２…挿入部　２ａ…先端部　２ｂ…湾曲部　２ｃ…可撓管部　２ｃｈ…流体
管路　３…操作部　４…ユニバーサルケーブル　５…湾曲操作部　７…装着部　１０…送
気吸引バルブ　１１…操作釦　１２…圧縮コイルバネ　１３…隙間　１３ａ…第１密閉空
間　１３ｂ…第２密閉空間　２０…シリンダ部　２０ａ…係入部　２０ｂ…シリンダ本体
　２０ｃ…当接フランジ　２０ｄ…シリンダ当接面　２０ｅ…位置決め部　２１ｄ…第２
側孔　２１ｈ…吸引口金貫通孔　２１…吸引口金　２１ａ…吸引チューブ連結部　２１ｂ
…吸引口　２１ｃ…第１側孔　２１ｅ…吸気口　２２…送気口金　５２…送気チューブ　
２２ａ…送気チューブ連結部　３５ｂ…送気口　２２ｈ…送気口金貫通孔　２３…リーク
凸部　２３ａ…凹部　２３ｍ…凹部開口　２３ｂ…凹部底面　２３ｃ…凹部第１開口　２
３ｄ…凹部第２開口　２３ｅ…送気連絡口　２３ｆ…庇部　２３ｇ…端面　２３ｈ…送気
用貫通孔　２３ｍ…凹部開口　２４ｈ…吸引孔　２５…シャフト保持孔　２６…付勢部材
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用凹部　２６ｄ…バネ設置面　２６ｍ…外方側開口　２７…挿入部管路側凹部　２７ｂ…
底面　２７ｄ…フランジ当接面　２７ｍ…挿入部側開口　３０…操作部材　３１…シャフ
ト　３２ａ…第１シール部材　３２ｂ…第２の周溝　３３…吸引連絡凹部　３３ａ…一端
側　３ｂ…他端側　３４ａ…第１周溝　３４ｂ…第２周溝　３４ｃ…第３周溝　３５…凹
部連絡孔　３５ａ…凹部連絡口　３６…送気用穴　３７…外フランジ部　４０…発音部　
４１…貫通孔　４２…エッジ　４３…凹部　５１…吸引チューブ　５２…送気チューブ
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